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住民避難用・行政検討用ハザードマップ作成の流れ�

 対象区分 情報区分�
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�
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●住民避難用ハザードマップ・・・住民に災害の危険度・避難場所・避難経路等の情報を提供。�

●行政検討用ハザードマップ・・・災害に対する予防対策、応急対策等を行う各行政部署がそれぞ

れの業務を検討するために作成。�

●浸水予測区域の設定、津波・高潮防災情報の表示の手順で作成。�

●浸水予測区域の設定にあたっては、外力条件や施設条件の設定を行うとともに、浸水予測などの

各種シミュレーションを実施。�

●防災情報の表示にあたっては、防災情報の内容設定、表現方法の設定を行う。�

●住民避難用ハザードマップは、市町村が、行

政検討用ハザードマップは、各行政部署がそ

れぞれ主体となって、都道府県や国の支援の

もとに進める。�

●ワークショップ等を通じて住民がハザードマ

ップの作成に参画することが、ハザードマッ

プへの地域特性の反映や周知、利活用促進の

上で有効。�

津波・高潮�
ハザードマップマニュアルの�

概　要�

　作成目的�

　整備主体と役割分担�

　津波・高潮ハザードマップの作成手順�

第2章　津波・高潮ハザードマップの概要�

津波・高潮ハザードマップ�
整備主体�

住民避難用�

市　町　村�

各担当部署�
(市町村又は�
都道府県)

行政検討用�

支援�

支援�

支　援�

国�

都　道　府　県�

作成企図の設定�
●作成目的　　●作成主体　　●利用想定�

総合的な津波・高潮対策の実施�
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マップの周知、確認、活用�
●住民への周知　●住民による確認　●住民の円滑な避難�

浸水深ランクなど�
避難に際し地域に応じて�
付加が必要な情報�

浸水予測区域�

避難に必要不可欠な�
基本的な情報�

浸水予測結果・防護施設�
状況などの共有情報�

ワークショップ開催等�
によりブラッシュアップ�

各行政部署が�
必要とする情報�

防災拠点や警察・消防等�
目的別の情報�

ハザードマップの�
検証及び見直し�

ハザードマップの�
検証及び見直し�

避難付加情報�

住民避難用�
ハザードマップ�

避難基本情報�

地域での工夫�

住民避難用�
ハザードマップ�

（地域に応じたもの）�

目的別情報�

基本情報�

行政検討用�
ハザードマップ�

（担当ごとの目的に使用）�

周知・確認・活用�
各行政機関で�
利活用�

浸水予測区域�

ハザードマップ（防災に必要な情報）�

諸条件の設定�
　●外力条件�
　●施設条件�

シミュレーション等の実施�
　●浸水予測�
　●施設危険度評価�

浸水予測区域�
の設定�

表示する防災情報の内容設定�
　●記載事項�
　●表現方法�

表示情報の作成�
　●必要事項の記載�
　●必要情報の図化�
　●地域での工夫�

津波・高潮�
防災情報�
の表示�

参加�

防災関係機関�
海岸管理者等�

住　　民�

積極的�
な支援�


